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チタン建材の可能性を切り拓く
地域の愛着や多様性を育む
チタン建材の可能性を切り拓く
SDGs の目標11「住み続けられるまちづくりを」は、すべての人に快適で安全・安心
な暮らしを提供するための重要な目標です。日本製鉄はチタンブランド「TranTixxii」
を展開、チタン建材の普及を通じて持続可能な個性あるまちづくりに貢献し、地域の
皆さんの愛着や文化・ライフスタイルの多様性を育んでいます。

SDGs日本製鉄グループのSDGs
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あ
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鉄
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瓦
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瓦
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が
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薄
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。
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で
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要
。
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を
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た
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タ
ン
の
基
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に
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、
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本
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鉄
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は
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
色
や

表
面
仕
上
げ
の
組
み
合
わ
せ
で
今
ま
で
に
な
い
素
材
の

持
つ「
時
を
超
え
る
美
し
さ
」を
実
現
し
、
愛
着
を
持

て
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

パリ郊外のレジデンシャルビル
「M6B2 Tower of Biodiversity」
光の角度によってさまざまな色に見え
るチタン外壁が、パリ郊外のまち並み
に溶け込んでいる。

まち並みに溶け込み安全・安心で快適な空間をつくる
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エネルギー
暮らし

愛知県豊田市の
こじまこども園

手すりを
救急搬送担架に

意匠壁を
避難所の
仕切り板へ

ベンチが
煮炊き台に

まちの景観を守るチタン建材を災害時に役立てる

チ
タ
ン
は
新
し
い
金
属
で
す
。
銅
は
6
0
0
0
年
、
鉄
は
4
0
0
0
年
、

ア
ル
ミ
は
1
6
0
年
近
く
の
歴
史
が
あ
る
一
方
、
チ
タ
ン
は
工
業
用
生
産
が

始
ま
っ
て
70
年
ほ
ど
。
建
築
に
使
わ
れ
て
か
ら
ま
だ
48
年
ほ
ど
し
か
経
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
な
か
、
伝
統
建
築
か
ら
現
代
建
築
ま
で
幅
広
い
用
途
で

S
D
G
s
に
つ
な
が
る
考
え
が
自
然
と
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
伝
統
建
築
で
あ
る
神
社
仏
閣
で
は
、
時
を
超
え
て
伝
統
と
美
し
さ

を
幾
世
代
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
るTranTixxii

が
、
文
化
保
全
の
観
点
か

ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
一
方
、現
代
建
築
で
は
ま
ち
の
景
観
保
守
と
安
全
・

安
心
の
両
立
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
建
築
物
の
多
く
に
用

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

チ
タ
ン
の
基
本
特
性
で
あ
る「
軽
い
」「
さ
び
な
い
」と
い
っ
た
特
徴
で
、
未
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。
地
下
化
す
る
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ビ
ス
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ン
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腐
食
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境
か
ら
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、
自
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送
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ど
で
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率
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す
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ネ
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潮
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な
ど
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環
境
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厳
し
い
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面
で
再
生
エ
ネ
発
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を
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進
、
災
害
対
策
で
は

日
常
に
あ
る
チ
タ
ン
製
品
で
の
災
害
時
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
チ
タ
ン
製
の
手
す
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は
軽
い
の
で
、
災
害
時
に
取
り
外
し
て
傷
病

者
を
運
ぶ
担
架
の
道
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担
架
棒
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し
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、
年
齢
や
性
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問
わ
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使
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こ
と
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。
災
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応
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、
ベ
ン
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台
と
し
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で
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の
で
、
軽
く
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さ
び
な
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チ
タ
ン
部
材
が
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で
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。
チ
タ
ン
製
の

壁
や
テ
ー
ブ
ル
天
板
は
、
避
難
所
の
仕
切
り
板
と
し
て
使
用
で
き
、
さ
ら
に

光
触
媒
チ
タ
ン
を
使
え
ば
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
対
策
も
万
全
で
す
。
こ
の
よ
う

に
災
害
時
で
も
、
日
常
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に
周
り
に
あ
る
も
の
が
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え
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続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日本製鉄（株）  
チタン事業部 チタン営業部
知見 徹摩 部長代理

住み続けられるまちを
チタンでつくる

まちの景観材を災害時に活用

深い軒を持つチタン瓦
屋根をいただく木造
園舎が子どもたちの
成長を見守っている。

まちの風景にあるもので
災害対策できる

持続可能なまちづくりに
貢献したい

防災

インフラ
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